
いちごドリルプリント

中学理科プリント（書き取り）
化学変化・原子分子

名前 得点
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問1 鉄や銅のように、ただ1種類の構成成分のみからなる物質を何という？

問2 鉄と硫黄を加熱してできる、鉄とも硫黄とも異なる新しい物質を何という？

問3 加熱すると二酸化炭素を出す物質に必ず含まれており、生物の体を構成する元素の主成
分となるものを総称して何という？

問4 炭酸水素ナトリウムを加熱した際に発生する固体生成物を何という？

問5 物質が酸素と結合する化学変化のことを何という？

問6 物質に水分が含まれているかを調べる際、青色から赤色へ変色させることで確認する試
験紙を何という？

問7 酸化銅から酸素を取り除いて銅を取り出す際、酸素と結びつきやすい物質として用いら
れる非金属の単体は何か？

問8 炭酸水素ナトリウムを加熱したときに、水とともに発生する無色の気体を何という？

問9 酸化鉄などの化合物から酸素を取り除き、単体を取り出す化学反応を何という？

問10 物質の最小単位であり、化学変化の前後で種類や数が変わらない粒子のことを何とい
う？

問11 加熱すると二酸化炭素を出すという性質を利用し、パンやケーキを膨らませる食品添加
物を何という？

問12 塩化ナトリウム水溶液の電気分解で、陽極から発生する物質は何？

問13 物質を構成する最小の粒子のことを何という？

問14 標準気圧のもとで、物質が液体から気体へと変化する温度のことを何という？

問15 液体を加熱して気体にした後、再び冷やすことで沸点の差を利用して成分を分ける方法
を何という？

問16 硫化水素が金属と反応して生成する沈殿物を何という？

問17 炭素を多く含む物質が酸素と結びついて燃焼したときに発生する気体を何という？

問18 物質が激しく燃焼するのを助ける性質を持ち、燃焼実験で必要不可欠な気体は何とい
う？

問19 光や熱を激しく放ちながら進行する酸化反応を何という？

問20 水素原子と酸素原子から構成される分子の化学式を何という？

問21 金属のマグネシウムにうすい塩酸を加えたときに発生する、可燃性のある無色透明の気
体を何という？

問22 塩酸などの酸性の水溶液に鉄や亜鉛を入れたとき、気泡とともに発生する可燃性の気体
は何という？
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答え合わせ・解説

問1 答え
金属

金属は、電気や熱をよく通し、特有の光沢や展性・延性を持つ物質の総称です。原子が規則正しく並んだ構造をしており、化
学変化によって他の物質に分けることができません。自然界には鉄、銅、アルミニウムなどの単体として存在しますが、実際
には合金として利用されることが多いです。これらの物質は、化学反応においても独自の振る舞いを見せます。

問2 答え
硫化鉄

鉄と硫黄を混ぜて加熱すると、熱を出しながら反応し、硫化鉄という新しい物質が生成されます。これは元の鉄と硫黄が持っ
ていた性質（磁石への反応や色など）とは全く異なります。

問3 答え
有機物

砂糖やプラスチック、木材などは加熱すると黒く焦げ、最終的に二酸化炭素を生じます。これら「炭素」を骨格として持つ物
質を有機物と呼びます。対して、岩石や金属など炭素を主成分としないものは無機物と呼ばれます。

問4 答え
炭酸ナトリウム

炭酸水素ナトリウムに熱を加えると、二酸化炭素、水、そしてこの炭酸ナトリウムが生成されます。炭酸ナトリウムは、もと
の炭酸水素ナトリウムよりも水に溶けやすく、水溶液にしたときにより強いアルカリ性を示すという特徴があります。

問5 答え
酸化

物質が酸素原子と結合する化学反応を指します。鉄が錆びたり、木が燃えたりすることもこの反応の一種です。

問6 答え
塩化コバルト紙

乾燥した状態の塩化コバルト紙は青色をしていますが、水分子と結合すると結晶水を取り込み、赤色（または桃色）に変化す
る性質を持っています。この可逆的な反応を利用することで、空気中の湿気や物質から染み出した水分を容易に検出すること
が可能です。

問7 答え
炭素

酸化銅と炭素の粉末を混ぜて加熱すると、炭素が酸化銅中の酸素と結びついて二酸化炭素となり、後に銅だけが残ります。こ
のとき、酸素を奪われる酸化銅は「還元」され、酸素を受け取る炭素は「酸化」されています。このように、他の物質から酸
素を奪い取る働きをする物質を「還元剤」と呼びます。炭素は酸素と結びつきやすいため、金属の精錬において古くから利用
されており、現代の工業プロセスでも非常に重要な役割を果たしています。

問8 答え
二酸化炭素

炭酸水素ナトリウム（重曹）は熱に弱く、加熱すると分解されて炭酸ナトリウムと水、そして二酸化炭素に変化します。二酸
化炭素は無色無臭で、二酸化炭素を石灰水に通すと白く濁る性質があるため、実験での確認によく用いられます。

問9 答え
還元

還元とは、ある物質から酸素を取り除く化学反応のことです。例えば、酸化鉄を炭素と一緒に加熱すると、炭素が酸素を奪
い、鉄だけが取り出されます。これは酸素のやり取りに注目した化学反応の基本概念です。

問10 答え
原子

物質の最小単位である原子は、化学変化によって他の種類に変わったり、数が減ったりすることはありません。化学変化と
は、あくまで原子と原子の結びつき方が変わるプロセスです。

問11 答え
ベーキングパウダー

この粉末の主成分は炭酸水素ナトリウムです。オーブンなどで加熱されると、化学反応によって二酸化炭素が発生し、生地の
中に気泡を閉じ込めることでパンやケーキが膨らみます。イーストなどの酵母菌と違い、短時間で膨らませることが可能で
す。

問12 答え
塩素

水溶液に電流を流すと、プラス極（陽極）にはマイナスの電気を帯びた塩化物イオンが引き寄せられ、そこで電子を放出して
塩素の気体として発生します。一方、マイナス極（陰極）側からは、金属のナトリウムではなく、水分子が反応して水素が発
生します。

問13 答え
原子

原子は、化学反応によってそれ以上分けることができない、物質の最小単位です。中心にプラスの電気を帯びた原子核があ
り、その周りをマイナスの電気を帯びた電子が回る構造をしています。原子の種類によって性質が決まっており、原子同士が
結びつくことで分子を形成したり、物質全体が構成されたりします。顕微鏡でも直接見ることは難しいほど微小ですが、すべ
ての物質の土台となっています。

問14 答え
沸点

この温度を沸点といい、物質の種類によって固有の値を持っています。例えば標準気圧において水は100℃で沸騰します。沸
点に達すると、それ以上加熱しても液体の温度は上がらず、全てが気体に変わるまで温度は一定に保たれます。

問15 答え
蒸留

蒸留は、混合物の各成分が持つ沸点の違いを巧みに利用する分離手法です。例えば、水とエタノールの混合物を加熱すると、
沸点の低いエタノールが先に気体になります。その気体を冷やして再び液体として回収することで、高い純度でエタノールを
得ることができます。この技術は、実験室での精製だけでなく、石油精製やウイスキーなどの蒸留酒を作る際にも幅広く活用
されています。

問16 答え
金属硫化物

水溶液中に金属イオンが存在する場合、そこに硫化水素を通すと金属と硫黄が結合した物質が生成されます。これらは一般に
水に溶けにくいため、固体として沈殿してくることが特徴です。色や沈殿のしやすさは金属の種類によって異なります。

問17 答え
二酸化炭素

このとき生成されるのが二酸化炭素です。石灰水に通すと白く濁る性質があるため、実験での検出が容易です。二酸化炭素は
植物の光合成に必要な物質でもありますが、一方で温室効果ガスの一つとしても知られています。

問18 答え
酸素

他の物質と激しく化合する性質があり、この反応の際に熱と光を出す現象が「燃焼」です。この気体は地球上の生物の呼吸に
も必要であり、生物の生存と物質の燃焼という両方の場面で極めて重要な役割を果たしています。

問19 答え
燃焼

光や熱を放ちながら急速に酸化が進む現象です。この反応が起こるためには、可燃物、酸素、そして発火点以上の温度という
条件が必要です。

問20 答え
H2O

水分子は、水素原子2個と酸素原子1個が化学結合することで形成されます。化学式では原子の種類を元素記号で、その数を右
下の数字で表す決まりがあり、これに従ってH2Oと表記されます。純粋な水は電気を通しにくい性質がありますが、電気分解
を行う際は電流を流れやすくするために水酸化ナトリウムなどを少量加えることがあります。この分子構造の理解は、化学反
応式を記述する際や、酸や塩基といった化学の基礎知識を学ぶ上で非常に重要となります。

問21 答え
水素

マグネシウムなどの金属を酸性の溶液に入れると、金属がイオンとして溶け出す代わりに、無色の気体が発生します。これが
水素です。水素は宇宙で最も多く存在する元素であり、気体の中で最も密度が小さく、燃焼すると水を生じる性質を持ってい
ます。

問22 答え
水素

塩酸に鉄や亜鉛を加えると、金属が酸と反応して溶け出し、その代わりに水素という気体が発生します。水素は無色無臭で、
非常に燃えやすい性質を持っています。火のついたマッチを近づけると、「ポン」という音を立てて燃えるのが特徴です。こ
のとき、金属は溶液中にイオンとして溶け込み、塩化物などの塩を形成します。


